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ア
－、ン
戦争から人民共和国まで

評者今掘
誠

昭
和
三
O
年ど
ろ、
評
者
は
祭
孟

源
『
中
国
近
百
年
革
命
史
嬰』
を
教

科
書に、
広
島
大
学
で
政
治
史の
講

義
を
し
て
い
た。
同
書
が
中
国
革
命

の
本
質に
迫
ろ
う
と
す
る
気
現
に
み

ち
て
い
た
か
ら
で
あ
る。
評
者
は
早

く
か
ら、
毛
沢
東
選
集
は
毛
沢
東
思

想
に
カ
リス
マ
性を
賦
与
す
る
た

め、
彼の一
部の
著
作
をバ
イ
ブ
ル

に
作
り
直し
た
も
の
で
あっ
て、
歴

史
記
録
で
は
ない
と
い
う
見
解
を
も

っ
て
い
た。
だ
か
ら
歴
史
研
究
に

は、
選
集
か
ら
除
外
さ
れ
た
著
作
を

再
発
見
す
る
と
と
もに、
選
集に
収

め
ら
れ
た
も
の
は
ウル
テ
キ
ス
ト

（
初
出の
原
本〉
に
当
たっ
て
そ
れ
を

利
用
すべ
き
だ
と
主
張
し
て
来
た。

講
義で
は
と
う
し
た
操
作
を
経て
導

き
出
さ
れ
る
史
実
を、
楽
孟
源
と
対

比
し
つ
つ、
解
説
し
て
い
っ
た。
一

九
五
六
年に
発
表
し
た
「
毛
沢
東
氏

に
お
け
る
階
級
区
分の
史
的
発
展」

ゃ、
六
六
年の
『
毛
沢
東
研
究
序

説』
は、
そ
の一
部で
あ
る。
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『
中
国
現
代
史』
を

手
に
し
た
時、
今
度
は
と
れ
を
教
科

書に
使い
た
い
と
思
っ
た。
本
書

は、
第1
章
が
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
義

和
固
ま
で
を
扱い、
今
永
清二
氏
が

執
筆し
て
い
る。
2
章
は
辛
亥
革
命

で
中
村
義
氏、
3
章
は
中
華
民
国
初

期
で
本
庄
比
佐
子
氏、
4
章
は
国
民

革
命で
山
田
辰
雄
氏、
5
章
は
，ソビ

エ
ト
時
代で
賂
屋
亮
子
氏、
6
章
は

延
安
時
代で
徳
田
教
之
氏、
7
章
は

中
華
人
民
共
和
国の
成
立
ま
で
で
井
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食
糧
需
要
の
増
大
と
戦
略
物
資
化
の
中
で
異
常
気
象
の
多
発
は
世
界
の
食
糧

需
給
に
重
大
な
影
を
落
し
て
い
る。
本
書
は
農
水
省
に
お
け
る
異
常
気
象
対
応

技
術
の
確
立
に
関
す
る
総
人口
研
究
を
基
に
最
新
資
料
を一
堂
に
集
め
た
労
作。

農
産
物の
需
要予
測と
生
産計
画

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
編

A
5

ニ
、

0
0
0
円

干
制

農
産
物
の
需
要
と
生
産
計
画
の
必
要
性
の
声
に
こ
た
え、

約
一

O
O
の
作
目

に
つ
き
需
要
予
測
の
方
法
と
実
際
を
解
説
し
た
関
係
者
待
望
の
手
引
書。
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尻
秀
憲
氏、
8
章
は
人
民
共
和
国
史

で、
巻
頭の
「
現
代
中
国
へ
の
視

角」
と
と
も
に
編
著
者
中
嶋
氏の
担

当
で
あ
る。

と
の
陣
容
を
見
た
だ
け
で、
立
派

な
本
だ
ろ
う
と
い
う
推
察
がつ
く。

中
国
は
と
の
こ
五
年
間、
激
動
を
続

け
た
が、
以
上
の
八
氏
は
こ
の
中で

立
派
な
論
文
を
書
き
続
けて
来
た
か

ら
で
あ
る。

も
ち
ろ
ん、
教
科
書に
使
う
と
す

れ
ば、
帥宋
孟
源の
場
合
と
同
じ
く、

一
つ一
つ
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
な
が

ら、
講
義を
進
め
る
と
と
に
・な
ろ

う。
本
書の
巻
末に
参
考
文
献
が
載

っ
て
い
る
が、
毛
沢
東の
論
箸で
は

選
集
第一
巻
だ
け
が
あ
が
っ
て
い

る。
毛
沢
東
を
抜
き
に
し
て、
中
国

一
現
代
史
を
論
ず
る
と
と
が
出
来
ない

以
上、
『
新
民
主
主
義
論』
な
ど
の

重
要
な
著
作
を
ウル
テ
キ
ス
ト
に
拠

っ
て
列
挙
すべ
き
で
あ
り、
少
な
く

と
も
竹
内
実
監
修
『
毛
沢
東
集』
全

一
O
巻
を
あ
げ
る
必
要
が
あ
る。

ハ
毛
沢
東
思
想
万
才」
を
オ
ミ
y
ト

す
る
の
も
妥
当
と
は
言
え
ない。
研

究
書に
お
い
て
も
福
島
正
夫
『
中
国

の
人
民
民
主
主
義
政
権』
な
ど
必
要

不
可
欠
な
も
の
が
か
な
り
脱
落し
て

い
る。
講
義で
は
と
れ
ら
を
援
用し

・な
が
ら、
重
要
問
題
を
掘
り
下
げ
た

い
と
い
う
の
が、
評
者の
考
え
で
あ

る。は
し
が
き
に
よ
れ
ば、
本
書
は
次

の
五
項
目に
よ
り、
特
徴
を
示
そ
う

と
す
る。な

か
じ
ま

み
ね
お

一

九
三
六
年

長
野
県
生
ま
れ。

東
京
外
国
語
大
学
教

授。

曲有
害
に
『
現
代
中
国
論』

『
新
冷

戦
の
時
代
』

な
ど
。

〒153東京都目黒区目黒2 -11-14 
電話03(492)2987振替東京9-70255

’82. 5. 25 エコノミスド97 

書評　中嶋嶺雄著『中国現代史』-壮大なる歴史のドラマ　エコノミスト-1982.05.25


